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1　 世界の仲間と と も に、 目標を達成するための考え方

本市では、 地球温暖化問題に関する 国際的な動向や国の取組を 踏まえ 、 地域の特徴であ

る 豊かな自然と 、 古く から 伝わる 伝統文化や精神を 継承し つつ、 人と 自然と 文化を 大切に

し ながら 、 永い歴史の中で培われてき た地域の自然と 共存し 、 その中で人々が暮ら し てい

く ための知恵である『 伝統知』 と 、 省エネルギー技術や再生可能エネルギー等の現代の新し

いテク ノ ロジーの知見と し ての『 科学知』 を 融合さ せた施策を 展開し 、 地球温暖化対策に取

り 組みます。

また、 子ど も たち 、 孫たち のために、 奄美のすばら し い自然や文化を 残し ながら 、 環境

と 共生し た地域を引き 継いでいく ために本実行計画に取り 組みます。

『 伝統知』

●エネルギーを節約する奄美の古く から の生活の知恵

　 ■慣習
（ 浜辺で「 ゆら う 」 伝統など）　

　 ■住宅
（ 風通し が良く 遮熱で涼し い建築など）

　 ■食
（ 地産地消、 体を 涼し く する食べ物など）

『 科学知』

●現代科学を基礎と する気候変動に対する技術の知恵

　 ■省エネルギーの取組
（ 学校教育、 省エネ機器・ 家電の買替え、 遮熱建築、 電気自動車

  等の導入など）　

　 ■再生可能エネルギーの導入
（ 太陽光・ 風力発電、 太陽熱、 バイ オマスエネルギー利用など）

　 ■吸収源対策
（ 森林活用、 ブルーカ ーボン活用など）

第 4 章　 未来のために奄美市でできること

　 　 　 　 －奄美市みんなの目標－

『 脱炭素　 ワンため　 ナンため　 マガぬため』

※脱炭素は、 私のためでも あり 、 貴方のためでも あり 、 孫たち （ 将来） のためにも なるこ と
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2　 温室効果ガス排出量の削減目標

（ １ ） 削減目標

国は、「 地球温暖化対策計画」 を 策定し 、2030 年度において、2013（ 平成 25 ） 年度比で

温室効果ガス排出量を 46 ％削減する こ と を 目指し 、 さ ら に 50 ％削減の高みに向けて挑戦

を 続けていく こ と と し ています。

本市は、 世界自然遺産があり 世界的に環境に関する 取組が注目さ れている こ と など を 踏

まえ、2013（ 平成 25 ） 年度を 基準年度と し 、2030 年度までに温室効果ガス排出量を 半減さ

せるこ と と し ます。

2030 年度、 何も 対策を せずにこ のまま推移し た場合の排出量（ 現状すう 勢）は約 27 万 5

千ト ン CO2 になる と 推計さ れます。 そのために 2030 年度までの追加的な施策の実施によ

り 約 8 万 9 千ト ン CO2 の排出削減が必要です。 なお、 国と 同様に 2050 年までに温室効果

ガスの排出を全体と し て実質ゼロ 4 にする、2050 年カ ーボンニュ ート ラ ル＝脱炭素社会の実

現を 目指し ます。

2 0 3 0 年度： 2 0 1 3 年度比　 半減（ 5 0％削減）

2 0 5 0 年度： 温室効果ガ ス 排出量実質ゼロ

4　  温室効果ガス排出量実質ゼロ （ カ ーボンニュ ート ラ ル）： 二酸化炭素を はじ めと する温室効果ガスの「 排出量」 を 施策や取
組によ り 削減し 、 どう し ても 削減でき ない分から 植林や森林管理などによる「 吸収量」 を 差し 引く こ と によ る、 実質的に排出
量を ゼロにする こ と 。
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図 4 -1　 基準年度から 2 0 5 0 年度までの削減計画
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表4 -1　 各部門の削減目標
単位： 千 t-C O2　 　 　 　 　 　

部　 　 　 門
2 0 1 3 年度

基準年度排出量

2 0 3 0 年度

目標年度排出量
2 0 1 3 年度比（ 削減量）

対策等によ る

削減目標

産 業 部 門 1 7 .5 8 .8 ▲ 5 0％ （ ▲）  　 8 .8

業務そ の他部門 9 5 .4 3 8 .1 ▲ 6 0％ （ ▲）　 5 7 .2

家 庭 部 門 7 9 .6 3 2 .6 ▲ 5 9％ （ ▲）　 4 7 .0

運 輸 部 門 1 5 1 .9 9 2 .6 ▲ 3 9％ （ ▲）　 5 9 .2

そ の 他 部 門 2 8 .6 1 4 .3 ▲ 5 0％ （ ▲）　 1 4 .3

合　 　 　 計 3 7 2 .9 1 8 6 .4 ▲ 5 0％ （ ▲） 1 8 6 .5

　 　 　 　 　 四捨五入の関係で合計が一致し ない

（ ２ ） 目標達成のための評価指標

2030 年度における目標と し ての再生可能エネルギーの導入量や、 一般廃棄物の排出量等

の目標を 定め、 その達成に向けた進捗状況を 毎年評価する ための指標と し て以下の値を 用

います。

ア　 再生可能エネルギーの利用

表 4 -2　 2 0 3 0 年度再生可能エネルギー設備導入目標

区　 　 　 分
2 0 2 1（ 令和 3 ） 年度実績

（ 参考）

2 0 3 0（ 令和 1 2 ） 年度

目標

増減率

（ ％）

太陽光発電設備の出力容量増大 7 ,5 1 7 kW 注1 2 5 ,0 0 0 kW ＋ 2 3 2％

風力発電設備の出力容量増大 1 ,9 9 0 kW 注1 5 ,0 0 0 kW ＋ 1 5 1％

水力発電（ 中小水力） 設備の出力容量

増大
2 ,3 3 1 kW 注2 2 ,5 0 0 kW + 7％

バイ オマス発電設備の出力容量増大 －
注3

4 0 kW －

再生可能エネルギー設備容量合計 1 1 ,8 3 8 kW 3 2 ,5 4 0 kW

　 　 注 1： 実績は自治体排出量カ ルテより
　 　 注 2： 水力発電の実績値は、 新住用川水力発電所 3,000k w 、 新名音川水力発電 370k w を奄美大島内において、　

　 　 奄美市の電力需要量割合で按分し た値
　 　 注 3： 富国製糖㈱のバイ オマス発電は、 発電量が公開さ れないため不明。

イ 　 温室効果ガス排出量削減につながる活動や森林吸収の指標

表4 -3　 評価指標

区　 　 　 分
実績

2 0 2 0（ 令和 2 ） 年度

2 0 3 0（ 令和 1 2 ） 年度

目標
増減率

省エネの取組の拡大 電力需要量 1 7 9 ,6 3 3 千 kW h
注4

1 5 2 ,8 0 0 千 kW h -1 5％

再エネ導入量の拡大 逆潮流量
注5

3 1 ,0 0 2 千 kW h 4 0 ,3 0 3 千 kW h + 3 0％

一般廃棄物の焼却に伴う

二酸化炭素排出量の削減

一般廃棄物排出量 1 8 ,1 7 1 t 1 4 ,5 3 6 t -2 0％

一般廃棄物

リ サイ ク ル率
6 .9％ 1 1 .7％ ＋ 4 .8％

森林吸収量の維持拡大 市有林面積 9 9 7 ha
面積は現状を 維持する と

と も に適正に管理する
－

　 　 　 　 注 4： 電力需要量はデータ がないため 2022（ 令和 4）年度の実績
　 　 　 　 注 5： 逆潮流量と は、 太陽光発電等による発電量が自家消費量を上回り 、 余剰電力が送電網へ流れる
　 　 　 　 　 　 　 電力量
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3　 家庭で、 職場で。 それぞれができ るこ と ・ 目指すこ と

①　 家庭

・ エネルギー消費量の少ない家電製品などの環境に配慮し た製品を 選んで購入

　（ 照明の LED 化、 省エネ型エアコ ンの導入など更新時の省エネ家電の導入）

・ 住宅の脱炭素化（ 新築時に奄美の伝統知に基づいた通風と 遮熱に 、 太陽光パネルによ

る創エネ遮熱効果を絡めた ZEH 住宅 5 の設置、PPA 6 制度の積極活用）

・ 日常生活において奄美の伝統的な慣習や文化を 取り 入れた温室効果ガス排出削減の

取組を 実施（ エアコ ンを停めて、 木陰で『 ゆら い』 ながら のク ールシェ ア）

②　 職場１（ 製造業や農林水産業、 建設業等で）

・ 工場や倉庫、 現場などの省エネルギー診断 7 を 受診

・ 省エネルギー型設備等への更新やエネルギーロス 8 の削減など省エネの推進

　（ 機械や設備、 空調機器などの省エネ化、 照明の LED 化、 更新時に省エネ型を 導入）

・ 再生可能エネルギー設備の導入など（ PPA 制度の積極活用）

③　 職場２（ 事務所や商店で）

・ 率先し て排出量削減の取組を 実施（ 不要個所の消灯など）

・ 事務所、 施設などの省エネルギー診断を 受診

・ 省エネルギー設備への更新

　（ OA 機器、 空調機器などの省エネ化、 照明の LED 化、 更新時に率先し て省エネ型を

選んで購入）

・ ZEB9 、 遮熱の優れた建物の新築および改修

・ 再生可能エネルギー設備の導入など（ PPA 制度の積極活用）

④　 乗り 物に乗る全ての人へ

・ 公共交通機関や自転車の利用を促進

・ 自動車の運転時に「 エコ ド ラ イ ブ 10 」 を 実施

・ 更新時に、 燃費の良い車や電気自動車を 率先し て導入

・ 電気自動車の再エネ電力使用による走行（ 再エネ電力利用で排出量を０ へ）

・ バイ オマス由来の燃料の利用

・ 公用車は更新時に率先し て電気自動車を 導入

5　  ZEH 住宅（ ゼッ チ）： net Zero Energy House の略。「 ゼッ チ」 と 呼ぶ。 家庭で消費する エネルギーと 太陽光発電など で創る
エネルギーなどで 1 年間での一次エネルギーの収支を実質的にゼロ 以下にする家。

6　  PPA： Power Purchase Agreement（ 電力販売契約） の略。 需要家の所有する 敷地や屋根のスペースなど を PPA 事業者に提
供し 、 PPA 事業者がそのスペースに無償で太陽光発電設備を 設置する 。 そこ で発電さ れた電力を 需要家が使用し 、 使用し た
電気料金を PPA 事業者に支払う 仕組み。

7　  省エ ネルギー診断： 省エ ネの専門家が現地を 調査し 、 ヒ アリ ン グや各種データ に基づいて省エ ネ・ 再エ ネ設備を 導入し
たり 運用の改善を行う こ と によ る CO2 の削減量、 投資金額、 投資効率等について診断する サービ ス。

8　  エネルギーロ ス： 送配電の過程で生じ る エネルギーの損失や熱に変換する 際に生じ るエネルギーの損失量。

9　  ZEB： Net Zero Energy Building の略。「 ゼブ」と 呼ぶ。 快適な室内環境を実現し ながら 、建物で消費する 年間の一次エネルギー
の収支を実質的にゼロ 以下にする建物。

10　 エコ ド ラ イ ブ： CO2 の排出を 抑え、 地球環境に配慮し た運転方法。


